
U
N
W
T
O
）が
約
十
年
に
及
ぶ
試
行
段

階
を
経
て
、
二
○
○
四
年
に
刊
行
し
た

『
観
光
地
の
た
め
の
持
続
可
能
な
開
発
指

標
』（
以
下
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）の
概
要
、活

用
方
法
、
現
場
へ
の
適
用
と
課
題
を
紹
介

し
、
国
内
へ
の
指
標
導
入
に
お
け
る
展
望

を
試
み
た
い
。

U
N
W
T
O
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
概
要

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
位
置
付
け

　
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会

（
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
、
一
九
八
六
）」

お
よ
び
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
た「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合

会
議（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
、一
九
九
二
）」
に
よ

っ
て
、
持
続
可
能
性
が
国
際
的
な
課
題
と

さ
れ
た
。
そ
の
後
、持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
環
境
分
野
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
現
状
を
客
観
的
か
つ
端
的
に
表
す
指
標

の
開
発
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
管

理
・
運
営
が
試
み
ら
れ
た
。

　

観
光
分
野
で
は
一
九
九
二
年
以
降
、

U
N
W
T
O
が
中
心
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
に
よ
る
研
究
と
実
践
を
蓄
積
し
、

そ
の
成
果
と
し
て
二
○
○
四
年
に
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
U
N
W
T
O
は
、

持
続
可
能
な
観
光
地
の
三
要
件
と
し
て
、

①
観
光
資
源
の
利
用
の
最
適
化

②
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
文
化
的

真
正
性
の
尊
重

③
長
期
的
経
済
活
動
の
保
証

を
掲
げ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
観
光
地
に
お
け
る

こ
の
三
要
件
の
到
達
度
を
客
観
的
か
つ

端
的
に
表
す
指
標（
持
続
可
能
な
観
光

の
た
め
の
指
標Sustainable Tourism

 
Indicators:

S
T
I
）を
設
定
し
、
そ
の
指

標
値
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
し
た
状
態
変

化
の
把
握
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
こ
の
中
核
概
念
で
あ
る

指
標
の
開
発
と
活
用
を
詳
し
く
解
説
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

執
筆
者
に
は
U
N
W
T
O
や
各
国
の

専
門
家
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
目
的

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
持
続
的
な
観
光

地
を
目
指
す
地
域
の
意
思
決
定
者（
観

光
地
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
組
織
。

一
般
的
に
は
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
）を
支

援
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。さ
ら
に
観

光
産
業
、
文
化
資
源
や
自
然
保
護
地
域

の
管
理
者
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
も
読
者

と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

　

観
光
地
の
競
合
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
な
か
、
今
ま
で
以
上
に
効
果
的
で

効
率
的
な
観
光
施
策
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り

に
対
す
る
認
識
も
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光

政
策
お
よ
び
観
光
地
の
状
態
の
客
観
評
価

（
指
標
の
利
用
）の
重
要
性
は
さ
ら
に
高

ま
る
と
想
定
す
る
。

　

観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
お
け
る
指
標

活
用
に
つ
い
て
は
、
海
外
を
中
心
に
そ
の

有
効
性
が
主
張
さ
れ
、
複
数
の
観
光
地
で

実
践
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
、

指
標
研
究
お
よ
び
実
践
事
例
は
、
ほ
ぼ
皆

無
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
世
界
観
光
機
関（
以
下
、

中
島
　
泰

清
水
　
雄
一 3

世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）に
よ
る

持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
を

活
用
し
た
観
光
地
の
管
理・運
営
の
体
系

―
―
概
要
と
国
内
導
入
へ
の
展
望

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
主
任
研
究
員

観
光
調
査
部
　
研
究
員
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●
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
構
成

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
指
標
へ
の
理
解
や

諸
概
念
の
整
理
に
続
き
、
地
域
等
で
の
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
指
標
開
発
の
手
法

に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
具
体
的
に
解
説
し

て
い
る（
図
１
）。ま
た
、
地
域
で
の
実
践

例
を
多
数
掲
載
し
、
理
解
を
助
け
て
い

る（
後
述「
U
N
W
T
O
指
標
の
現
場
適

用
」）
。

15 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 3 世界観光機関（UNWTO）による持続可能な観光のための指標を活用した観光地の管理・運営の体系——概要と国内導入への展望

指標（持続可能な観光のための指標
Sustainable Tourism Indicators:STI）の活用方法

●
指
標
を
用
い
る
こ
と
の
利
点

　

指
標
は
、
観
光
地
の
持
続
可

能
性
に
対
し
て
最
も
重
要
な

要
因
と
な
り
得
る
現
象
の
変

化
を
測
定
す
る
主
要
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
。
適
切
な
指
標
の
開
発

に
は
次
の
よ
う
な
利
点
が
考
え

ら
れ
る
。

①
よ
り
良
い
意
思
決
定
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
と

コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る

②
発
生
し
そ
う
な
問
題
を
見

極
め
、
予
防
的
対
策
を
可

能
と
す
る

③
影
響
要
因
の
特
定
に
よ
っ

て
必
要
に
応
じ
た
修
正
が

可
能
に
な
る

④
計
画
お
よ
び
施
策
の
達
成
度
を
測
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
地
の
持
続

可
能
な
発
展
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る

⑤
観
光
の
限
界
と
機
会
を
見
極
め
、
計

画
の
失
敗
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る

⑥
指
標
を
通
じ
て
、
公
共
お
よ
び
他
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
向
け
の
信
頼
性
の

高
い
情
報
が
入
手
可
能
と
な
り
、
適

切
な
意
思
決
定
の
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る

⑦
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ

り
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
が
り
、
管

理
・
運
営
に
解
決
策
を
築
く
こ
と
が

で
き
る

図１　観光地のための持続可能な開発指標（ガイドブック）目次

●
指
標
の
概
念

　

指
標
は
、
特
定
の
観
光
地
に
お
け
る
持

続
可
能
な
観
光
地
と
し
て
の
達
成
度（
前

出
の
持
続
可
能
な
観
光
地
の
三
要
件
の
状

態
）の
測
定
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
指
標
群
は
、
望
ま
し
い
将
来
像

に
向
け
た
評
価
項
目
と
も
い
え
る
。
指
標

開
発
自
体
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
観
光
地

の
管
理
・
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
構
成

す
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

●
指
標
の
適
用
範
囲

　

指
標
開
発
は
ひ
と
つ
の
観
光
地
単
位

（
観
光
地
レ
ベ
ル
）が
基
本
と
な
る
が
、
国

家
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
、
観
光
地
内
の

主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
各
観
光
施
設
等
、

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
計
画
の
起
案

と
管
理
・
運
営
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
思
決
定

の
支
援
に
つ
な
が
る
。

●
指
標
の
分
類

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
七
百
四
十
八
の
指

標
候
補
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
例

示
の
通
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
存
在

す
る
。

●
　

早
期
警
戒
指
標（
例
：
再
訪
を
希
望
す

る
観
光
客
数
の
減
少
）

 1章	 序論
　1.1	 観光における持続可能な開発指標
　1.2	 なぜ指標を使うのか
　1.3	 指標の開発と利用の進展
　1.4	使い方と対象利用者

2 章	 指標開発の手順
　2.1	 指標の開発と利用における
	 重要なステップ
　2.2	 この過程での本書の他部分の
	 利用について

3 章	 持続可能性についての問題と観光指標
　3.1	 受け入れコミュニティの福利
　3.2	文化資源の保持
　3.3	観光におけるコミュニティの参画
　3.4	観光客満足度
　3.5	健康と安全
　3.6	観光による利益の確保
　3.7	価値ある自然資源の保護
　3.8	希少な自然資源の管理
　3.9	観光活動における制限の影響
　3.10	観光客の活動内容と質の管理
　3.11	観光計画と管理
　3.12	商品とサービスのデザイン
　3.13	ツーリズムオペレーションと
	 サービスの持続可能性
　3.14	持続可能な観光の基本的課題と
	 基本的指標

４章	 デスティネーションへの適用

５章	 指標の適用：観光計画と
	 マネジメントでの使用
　5.1	指標と政策
　5.2	戦略的観光計画のための指標利用
　5.3	指標と規則
　5.4	キャリング・キャパシティと観光の制限
　5.5	公への報告と説明責任
　5.6	指標と認証・標準プログラム
　5.7	成果測定とベンチマーク

６章	 事例研究

７章	 結論

（2004 UNWTO）
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●
　

シ
ス
テ
ム
へ
の
ス
ト
レ
ス
の
指
標（
例
：

水
の
不
足
、
犯
罪
指
標
）

●
　

産
業
の
現
況
の
測
定
値
（
例
：
雇
用
率
、

顧
客
満
足
度
）

●
　

生
物
学
的
お
よ
び
社
会
経
済
的
環
境

に
お
け
る
観
光
開
発
の
影
響
の
測
定
値

（
例：森
林
の
破
壊
レ
ベ
ル
の
指
数
、
地
域

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
お
け
る
消
費
パ
タ
ー
ン

と
収
入
レ
ベ
ル
の
変
化
）

●
　

管
理
・
運
営
努
力
の
測
定
値
（
例
：
沿

岸
の
汚
染
の
清
掃
コ
ス
ト
）

●
　

管
理
・
運
営
効
果
、
計
画
結
果
の
成
果

測
定（
例
：
汚
染
レ
ベ
ル
の
変
化
、
再

訪
す
る
観
光
客
の
増
加
）

　
読
者
は
個
々
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
そ
れ
に
対
応
す
る
指

標
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
２
に
、

多
数
の
課
題
と
指
標
の
組
み
合
わ
せ
の
な

か
か
ら
、
基
本
的
な
も
の
を
抽
出
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
指
標
の
開
発
に
当

た
り
、
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン（
注
）
に

「
管
理
・運
営
」を
加
え
た
四
つ
の
観
点
を

重
要
視
し
て
い
る
。

（
注
）企
業
活
動
を「
経
済
」だ
け
で
な
く
、「
環
境
」と

「
社
会
」の
側
面
か
ら
も
評
価
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
。
一
九
九
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
社
の
ジ
ョ
ン
・
エ
ル
キ
ン
ト
ン
が

提
唱
。

図2　持続可能な観光のための基本的課題と指標（例）

観点 基本的課題 基本的指標

社
会
的
観
点

■観光に対する住民満足度 ・観光に対する住民満足度レベル（アンケート調査）

■コミュニティへの観光の影響 ・観光客と住民の割合（年間平均とピーク時／日）
・観光が新たな社会サービスやインフラをもたらしたと考える住民の割合（アンケート調査）
・コミュニティで利用可能な社会サービスの数と性質（そのうち観光によるものの割合）

■観光客満足の維持 ・来訪者の満足度レベル（アンケート調査）
・料金に見合った内容かどうかの認識（アンケート調査）
・リピーターの割合

経
済
的
観
点

■観光の時期 ・月別・四半期別の観光客数（年間分布）
・公認の宿泊施設の稼働率
 （ピーク期またはピーク月の稼働率およびオフシーズンとの比較）
・通年営業の事業所の割合
・観光産業の仕事のうち、通年または長期のものと短期のものとの割合

■観光の経済的便益 ・観光産業に従事する住民の割合と男女比
・全産業に対する観光産業の従事者の割合
・コミュニティの収益のうち、観光産業が占める割合

環
境
的
観
点

■エネルギー管理 ・一人当たりのエネルギー消費量（一日当たりの総量、また一日当たりの観光客と住民別）
・省エネプログラムに参加する事業所または、省エネ施策と技術を採用している事業所の割合
・再生可能エネルギーを使用している割合（観光地、施設）

■水資源の利用と保全 ・水の使用量（使用量全体、観光客一人の一日当たりの使用量）
・水の節約量（減少・リサイクルされた割合）

■飲料水の品質 ・国際基準に合致した水道水を備える観光施設の割合
・水に起因する病気の発生率（発生件数、観光客が滞在中に罹患する比率）

■下水処理・管理 ・観光地で発生する下水のうち、適切な処理を受ける汚水の割合
・下水処理設備（下水道・浄化槽）を備えた観光施設の割合

■ゴミ処理・管理 ・観光地で発生するゴミの量（ｔ）（月ごと）
・リサイクルされたゴミの総量（㎥）／ゴミの総量（㎥）
 （再生利用、材料・製品への再資源化、燃料化等のタイプ別）
・公共の場所に捨てられたゴミの総量（個数）

管
理
・
運
営
的
観
点

■開発管理 ・土地利用・開発計画（観光を含む）の有無
・管理下に置かれている区域の割合（密集度、計画等）

■利用頻度の管理 ・観光客の総数（年間平均値、月ごと、ピーク期）
・観光地点（例：ビーチや観光施設）１平方メートル当たりの観光客数、
  観光地１平方キロメートル当たりの観光客数、年間平均値／ピーク期平均値

出典：“Indicators of Sustainable Development for Tourism Destinations : A Guidebook”（UNWTO 2004）を基に作成



●
指
標
の
共
有

　

観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
は
、
道
路
や

下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
社
会
福

祉
と
い
っ
た
地
域
運
営
の
根
幹
に
関
わ

る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
指

標
開
発
の
過
程
お
よ
び
指
標
活
用
の
意

義
は
、
観
光
地
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
各
省
庁
、地
方
自
治
体
、

民
間
法
人
お
よ
び
N
G
O
法
人
、地
域
住

民
等
）に
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
情
報
に
関
わ
る
こ
と
や
他
の
い
く

つ
か
の
指
標
は
、
観
光
客
の
発
地
域
や
、ツ

ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
運
輸
機
関
等
の
、

他
地
域
の
組
織
と
も
共
有
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

●
指
標
開
発
の
手
順

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
観
光
地
に
お
け

る
持
続
可
能
性
指
標
の
開
発
過
程
と
し

て
、
大
き
く
三
つ
の
段
階
（
フ
ェ
ー
ズ
）

と
十
二
の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
し
て
い
る

（
図
３
）。

　

フ
ェ
ー
ズ
１（
研
究
と
組
織
化
）

　

対
象
地
域
を
確
定
し
、
対
象
地
域
の

概
況
把
握
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
把
握
、

既
存
の
調
査
研
究
デ
ー
タ
に
関
係
す
る
情

報
収
集
を
行
う
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
指

標
の
開
発
と
運
用
の
基
礎
と
な
る
。こ

の
段
階
で
対
象
地
域
に
お
け
る
主
要
人
物

や
機
関
と
連
絡
を
取
り
、
指
標
開
発
の
体

制
づ
く
り
を
行
う
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

集
い
、
相
互
議
論
や
合
意
の
形
成
を
主
体

的
に
行
う
参
加
型
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
共
有
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ー
ズ
２（
指
標
開
発
）

　

指
標
開
発
段
階
で
は
、
対
象
地
域
に
お

け
る
最
重
要
課
題
の
整
理
と
、
そ
れ
ら
の

課
題
に
対
応
し
た
指
標
の
選
択
を
行
う
。

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
挙
が
る
だ
ろ
う
が
、
目
指
す

べ
き
将
来
像
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
優
先

度
の
高
い
課
題
に
絞
り
込
む
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
主
要
課
題
や
リ
ス

ク
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
管
理
す
る

指
標
を
選
ぶ
。
そ
の
際
、
次
の
五
つ
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

①
妥
当
性（
主
要
課
題
を
管
理
す
る
手
助

け
と
な
る
情
報
を
得
ら
れ
る
か
）

②
実
現
可
能
性（
デ
ー
タ
の
入
手
と
分
析

が
可
能
か
）

17 特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 3 世界観光機関（UNWTO）による持続可能な観光のための指標を活用した観光地の管理・運営の体系——概要と国内導入への展望

図3　指標の開発と活用への重要なステップ

出典:“Indicators of Sustainable Development for 
　　　Tourism Destinations : A Guidebook”
　　　（UNWTO 2004）を基に作成

フェーズ１：研究と組織化
　１．デスティネーションの定義と設定
　２．参画プロセスの利用
　３．観光資源とリスクの特定
　４．長期的ビジョン

フェーズ２：指標開発
　５．優先的課題および政策課題の選択
　６．求められる指標の特定
　７．データと情報源の目録
　８．指標選択の手順

フェーズ３：実施
　　９．実現・実施可能性手順の評価
　１０．データの収集と分析
　１１．説明責任とコミュニケーション
　１２．モニタリングと指標適用の評価

③
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い（
客
観
的
立
場
か
ら
の
科
学

的
な
デ
ー
タ
か
）

④
明
快
性（
多
く
の
人
が
理
解
し
や
す

い
か
）

⑤
比
較
可
能
性（
時
間
・
空
間
的
比
較
が

可
能
か
）

　

フ
ェ
ー
ズ
３（
実
施
）

　

実
施
段
階
で
は
、
最
初
の
二
つ
の
段

階
で
特
定
し
た
指
標
を
、
実
際
の
観
光

地
に
適
用
実
施
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
、

デ
ー
タ
収
集
頻
度
、
精
度
、
収
集
時
点

と
デ
ー
タ
分
析
時
点
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
、

デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
限
の
範
囲
、
デ

ー
タ
分
析
の
経
費
等
に
つ
い
て
、
実
際
に

現
場
で
運
用
し
な
が
ら
一
連
の
過
程
を
再

評
価
し
、
改
善
し
て
い
く
。

　

指
標
は
全
て
が
定
量
的（
例
：
観
光
客
一

人
当
た
り
の
消
費
水
量
）で
あ
る
必
要
は

な
く
、
定
性
的（
例
：
そ
の
地
域
が
奇
麗

で
あ
る
と
思
う
観
光
客
の
割
合
）、
規
範

的（
例
：
認
証
制
度
に
適
合
し
て
い
る
観

光
地
点
や
施
設
の
数
）、
記
述
的（
例
：
環

境
計
画
が
あ
る
―「
は
い
」「
い
い
え
」）な

も
の
を
含
め
て
も
よ
い
。

　

地
域
の
管
理
・
運
営
者
は
、
そ
れ
ら
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の
結
果
を
用
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、「
五
つ
星
」

や「
信
号
機
の
色
分
け
」
手
法
等
、
地
域

の
状
態
を
視
覚
的
に
表
現
す
る
な
ど
の

工
夫
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
に
結
果
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
一
連
の
過
程
は
、一
時
期
に
限
ら

ず
、
常
に
改
善
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
理

想
的
に
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
指

標
の
再
検
討
を
、
観
光
地
の
全
体
計
画
と

管
理
・
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
継
続
的
な
改
善

の
重
要
な
要
素
と
し
て
捉
え
、
計
画
と
戦

略
の
定
期
的
な
見
直
し
の
一
部
と
な
る
と

よ
い
。U

N
W
T
O
指
標
の

現
場
適
用

　

旅
行
者
あ
る
い
は
地
域
住
民
等
の
意
識

の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
国
家
や
地
方
・
州

レ
ベ
ル
、
観
光
地
域
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
観
光
事
業
経
営
に
対
し
て
も
、
環
境

面
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
、
地
域
住
民
へ

の
配
慮
を
求
め
る
動
き
が
大
き
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
各
立
場
の
関
係
者
へ
の
客
観

的
説
明
材
料
と
し
て
指
標
の
有
用
性
は

高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
は
、
前
述
し
た
指
標
の
考
え
方
を
用
い

て
観
光
地
域
あ
る
い
は
観
光
事
業
の
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
、

世
界
中
か
ら
二
十
五
取
り
上
げ
て
紹
介
し

て
い
る（
図
４
）。

　

指
標
の
適
用
範
囲
は
主
に
「
観
光
地

域
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
国
家
レ
ベ
ル
」

「
地
方
・
州
レ
ベ
ル
」
「
（
観
光
地
域
よ

り
狭
小
な
範
囲
の
）
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」
、

そ
し
て
「
観
光
事
業
者
」
の
活
用
も
想
定

し
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
の
事

例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

の
列
挙
は
、
世
界
中
か
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
で
指
標
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

各
ケ
ー
ス
を
通
し
て
、
立
場
の
違
う
者

が
主
張
を
し
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
指
標

が
表
す
数
字
を
眺
め
な
が
ら
、
互
い
の
妥

協
点
を
探
そ
う
と
す
る
折
衝
へ
の
努
力
が

見
え
て
く
る
。

指
標
を
活
用
す
る
際
の

課
題

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
指

標
は
、
観
光
地
の
持
続
性
確
保
に
お
け

図4　ガイドブックで紹介されている世界中の事例
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る
有
効
な
手
段
（
ツ
ー
ル
）
で
あ
り
、
実

際
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
に
お
い
て

利
活
用
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
通
り
に
実
際
の
観
光
の

現
場
で
事
を
進
め
る
に
は
困
難
も
多
い

だ
ろ
う
。

　

指
標
活
用
に
当
た
っ
て
の
前
提
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
関
係
者
が
参
画

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

段
階
が
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
環
境
保
護
の
立
場
や
地
域
社
会

（
住
民
）の
立
場
な
ど
か
ら
も
「
観
光
」

に
つ
い
て
一
緒
に
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と

が
望
ま
し
い
も
の
の
、
地
域
に
対
す
る
観

光
の
貢
献
や
観
光
の
重
要
性
に
対
す
る

共
通
理
解
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
た

め
、
議
論
の
初
期
は
攻
撃
的
な
物
言
い

に
な
り
や
す
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
指

標
は
客
観
的
な
事
実
を
示
し
、
冷
静
な

議
論
を
促
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
。

　

白
石
氏
も
コ
メ
ン
ト
の
な
か
で
、
観
光

の
地
域
社
会
に
対
す
る
貢
献
を
「
見
え
る

化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
の
重
要

性
を
関
係
者
に
伝
え
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
観
光
地
の
持
続
性
確
保
に
お
い
て

広
範
な
関
係
者
の
参
画
は
、
た
と
え
困
難

で
あ
っ
た
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
条
件
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
に
向
け
て
地
域
の
関
係

者
は
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
指
標
は
あ
く
ま
で
も
観
光
地

の
管
理
・
運
営
に
お
け
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、

指
標
開
発
を
最
終
目
標
と
間
違
え
ぬ
よ

う
留
意
し
た
い
。

　

指
標
活
用
の
基
本
は
、
観
光
を
経
済
振

興
だ
け
か
ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
住
民

や
観
光
客
の
福
利
、
ま
た
自
然
と
文
化
双

方
の
観
光
資
源
の
保
全
を
含
め
て
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
、一
連
の
作
業
過
程
自
体
が
持

続
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
仕
組
み
を

設
計
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

指
標
活
用
の
初
期
段
階
で
は
、
次
ペ
ー
ジ

の
コ
ラ
ム
の
平
井
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
る

よ
う
に
、
地
域
内
の
人
材
を
、
大
学
の
研

究
者
な
ど
の
地
域
外
部
の
専
門
家
が
支

援
す
る
よ
う
な
枠
組
み
を
描
く
と
よ
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
平
井
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
疲
れ
か
ら

作
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
よ
う
に
、
指
標

設
定
の
簡
易
化
と
、
作
業
成
果
を
誰
の

目
に
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
関

係
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
持
続
す
る
よ

う
な
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

特集◉指標を活用した持続可能な観光地の管理・運営——世界の動向と国内での適用に向けて
特集 3 世界観光機関（UNWTO）による持続可能な観光のための指標を活用した観光地の管理・運営の体系——概要と国内導入への展望

　私どもカヌチャベイ
リゾートでは、自然と人
間が共生する「心の楽
園」をキーコンセプトと
して、ゲスト・仲間、そし
て自然にも優しい細や
かなホスピタリティマイ
ンドを持つことを社の方
針として掲げています。

そのなかでこれまで実施してきたチャレンジには、他に
先駆けてスタートさせたカーボンオフセットや、環境認証

「ISO14001」の取得、メガソーラーの実証実験などさ
まざまなものがありますが、そのいずれにおいても成果

成果の「見える化」による
「観光」×「環境」の推進

コラム「観光地の声」

株式会社カヌチャベイリゾート　代表取締役社長
白石  武博

の「見える化」を強く意識してきました。
　「観光」×「環境」の取り組みには、終点（ゴール）が
あるわけではありません。常に取り組みの向上を図って
いくためには、定量的に成果を測っていく定点観測が
重要で、これはビジネスにおいては基本でもあります。
ISO14001の取得についても、取得自体はありがたくうれ
しいものですが、その更新に当たって、定期的かつ客観
的に社の環境に対する取り組み状況が把握できると
いったことの意味が大変大きいと思っています。これは
持続性指標の考え方に非常に近いですね。また、ゲスト
の皆さんに「地産地消をしていますよ」と定性的にお伝え
するよりも「フードマイレージがいくつですよ」と、より客観
的に事実をお伝えしていくことも大切なことではないかと
思っています。
　最後に、観光振興は民間だけで図れるものではありま
せん。官と民の連携、そして地域に住まわれている方 の々
理解と協力があってこそ、さらなる発展があるものと思い
ます。その意味で、観光の現状や将来の目標像を共有し
ていくためにも、指標といった客観的な数値が持つ役割
は大きいものではないでしょうか。                      （談）
                                           （しらいし　たけひろ）
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国
内
適
用
に
向
け
た

展
望

　

わ
が
国
で
の
指
標
の
活
用
を
想
定
し

て
み
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
取
り
組
む
モ

デ
ル
地
域
を
考
え
る
な
ら
ば
、
成
功
事

例
と
し
や
す
い
（
う
ま
く
い
き
や
す
い
）

こ
と
と
、
成
功
し
た
結
果
を
広
め
や
す
い

（
取
り
組
み
内
容
が
広
く
理
解
さ
れ
や

す
い
）
こ
と
が
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

う
ま
く
い
き
や
す
い
と
い
う
点
で
は
、

既
に
人
（
個
人
、
組
織
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
あ
る
い
は
類
似
の
参
加
型
プ
ロ
セ
ス

に
よ
る
取
り
組
み
等
の
蓄
積
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
広
い
関
係
者
の
参
画
が
得
ら
れ
や

す
い
こ
と
な
ど
が
鍵
と
な
る
。
こ
の
蓄
積

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
観
光
の
周
縁
分

野
で
は
同
様
の
発
想
に
基
づ
い
た
事
例
が

国
内
に
お
い
て
も
複
数
み
ら
れ
る
。
例
え

ば
環
境
分
野
で
は
、
実
務
面
に
お
い
て
指

標
の
活
用
と
順
応
的
管
理
の
考
え
方
が

進
ん
で
い
る
。
関
係
者
の
参
画
を
得
ら
れ

や
す
い
と
い
う
点
で
は
、
観
光
産
業
が
地

域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
な
っ
て
お
り
、

観
光
の
重
要
性
を
関
係
者
が
共
通
に
認

識
し
て
い
る
地
域
が
適
し
て
い
る
。
加
え

て
、
観
光
振
興
に
よ
っ
て
希
少
な
自
然
や

文
化
資
源
が
明
ら
か
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
お
り
、
対
策
が
急
が
れ
る
箇
所
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。

　

取
り
組
み
内
容
が
広
く
理
解
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
象
地

域
へ
の
入
り
込
み
が
立
地
上
限
定
さ
れ

る
空
間
（
例
え
ば
島
し
ょ
地
域
）
が
、
正

確
な
デ
ー
タ
が
収
集
し
や
す
く
、
か
つ
デ

ー
タ
が
示
す
範
囲
も
理
解
さ
れ
や
す
い

の
で
好
都
合
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
積
極
的
で
、
成
果
の
公
開

に
前
向
き
で
あ
る
こ
と
も
条
件
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
を
全
て
満
た
す
地
域

は
国
内
で
も
限
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

国
内
観
光
地
に
お
け
る
指
標
活
用
の
認

知
向
上
お
よ
び
将
来
的
な
適
用
拡
大
に

向
け
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
取
り
組
み
を
行

う
地
域
が
出
て
く
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

そ
し
て
、
わ
が
国
で
の
指
標
を
活
用
し
た

観
光
地
の
管
理
・
運
営
の
展
開
に
向
け
て
、

U
N
W
T
O
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
大
い
に

参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
ケ
ー
ス
を
構
築
し

た
い
も
の
だ
。

（
な
か
じ
ま  

ゆ
た
か
／
し
み
ず  

ゆ
う
い
ち
）

　沖縄エコツーリズム
推進協議会では、エコ
ツーリズムを「持続可
能な観光地域づくり」で
あると考えています。自
然や歴史・伝統、生活
文化を守りながらも、
地域に対して持続可能
な活性化と生活環境の
向上がもたらす地域づ
くりを意味しています。

その自然や文化などの資源面と地域の経済的発展、
地域住民の暮らしの質などを同列でいずれも欠かせ

地域づくりにおける
データ活用の有効性

コラム「観光地の声」

NPO法人沖縄エコツーリズム推進協議会　事務局長
平井  和也

ないものとしてモニタリングしていく持続可能性指標
の考え方には非常に近いものを感じました。その一方
で、海外では既にそうした考え方の実践面についてシ
ステマチックに取りまとめられていることに驚かされ
ますね。
　私たちの協議会でも、エコツーリズムの現場におい
て地域が主体となってモニタリングを行っていくことを
推奨していますが、「モニタリング疲れ」を起こしてし
まっている例があります。モニタリング自体行ってみたも
のの、収集データが有効に活用されないと、そもそもの
目的が分からなくなり、モニタリングをやめてしまうので
す。そうなるとデータの連続性も失われ、せっかくの努
力も徒労に終わってしまいます。
　今後は、地域づくりの意思決定の場面において、
データ（モニタリングの結果）がより有効に活用されて
いくことが必要となってくるでしょう。
　そのためには、大学を始めとした研究者と地域の
現場がさらに連携を深めることによって、海外も含め
たさまざまな知見、ヒントが地域で実践されていく仕
組みが必要だと思います。                             （談）
                                             （ひらい　かずや）


